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1. はじめに 
 
内モンゴル自治区（以下内モンゴル）におけるモンゴル族学校1は教育言語の違いから甲式学級2と乙式
学級に区別されている。モンゴル民族学校の小中学校では「モンゴル語」を教育言語として「漢語」を一
教科科目として学習するタイプの「加授漢語型」を甲式学級と呼び、「漢語」を教授言語とし、「モンゴル
語」を一教科科目として学習するタイプの「加授民族語型」を乙式学級と呼んでいる（岡本 1999:212；
スチンゴワ 2007:236；青格楽図 2008:4）。それぞれの学校を地域的分布からみれば、内モンゴルの中西
部、新疆ウイグル自治区、青海省、甘粛省に点在するモンゴル族小中学校は甲式学級を取り入れている。
一方、東北三省3及びこれら三つの省に隣接する内モンゴル東部、河北省にあるモンゴル族小中学校は乙式
で行うところが多いという（スチンゴワ 2007:236）。また、フフホト市、包頭市など内モンゴルの中で人
口が密集する都市部にも乙式の学校が多い（岡本 1999:221）。甲・乙学級両方ともモンゴル族学生を対象
に募集を行っている。どの学校や学級4を選択するかは親や学生本人が決めているのだと G 氏（男性、50
代、フフホト市在住、現役校長）はいう。 
モンゴル人児童が入学進学する時には甲式学級、乙式学級と漢族学校の 3つの選択肢がある。その 3種
の学校が同じところにそろっているのはまれである。少数民族出身の学生は少数民族学校に通うのが一般
的であるが、幼い頃から民族語のモンゴル語に余り触れなかった児童・生徒が漢族学校に通い漢語で教育
を受ける現象が多くなっている（ムンクバト 2012）。漢族学校に入学すれば民族語から切り離される形に
なる。乙式学校においては、教育言語は漢語で、民族語のモンゴル語が一科目として学習される。甲・乙
式学級の根本的な違いは、教育言語が異なることである。それにより教科書など様々な面で相違がある。
そこで双方で教える「モンゴル語」という教科科目がどういうものか、教えている内容などについて比較
考察することにする。 
筆者は、2012年 1月 3日から 2月 13日の間、内モンゴルのフフホト市で現地調査を行った。調査対象
学校はフフホト市のH1小学校である。当学校では、甲式学級と乙式学級があり、それぞれの学級を学年
別にみたものが表 1である。当小学校で、乙式学級が 4割近くをしめていることがわかる。では、甲・乙
学級それぞれにおける同一学年用の「モンゴル語」の教科書の内容について詳しく比較分析し、それぞれ
の教科書がおかれる重点とねらいについてみてみたい。 
                                                   
1 内モンゴルには、モンゴル民族を対象にした学校をモンゴル民族学校といい、基本的に漢族を対象にした学校を漢族 
学校という。 
2 甲式・乙式という表現をモンゴル語では甲を「hUhe」といい、乙を「hUhegcin」という。甲式学級を「hUhe angGi」、
乙式学級を「hUhegcin angGi」という。 
3 東北三省とは中国の東北部位置する三つの省である。それは北から順に黒龍江省、吉林省、遼寧省である。 
4 学校や学級という表現については、同じ学校に甲乙式が併存する学校もあれば、甲乙式がそれぞれ一つの学校となっ
ているとこもあることからそのような表現を使用する。 
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表 1：フフホト市のH1小学校の甲・乙式学級の数 
単位：クラス 
 1年 2年 3年 4年 5年 6年  
甲式学級 4 3 3 2 3 2 63% 
乙式学級 1 2 2 2 2 1 37% 
 
2. 「モンゴル語」教科書の比較 
2.1 教科書の外見から 
 
筆者は「モンゴル語」の教科書を内モンゴル教育図書館から購入した。その外観の比較は表 2の通りで
ある。甲乙式の 2種類の学級があることは知られている、しかし、教科書は 3種類が売られていた。その
3 種類はいずれも「モンゴル語」の教科書である。本論文では教科書の内容や量などを考えて小学校高学
年用の教科書の内容を検討した。表 2は小学校 5年次前学期用の教科書を比較し、それぞれを区別してみ
るためにA、B、Cの三つに分けてみたものである。 
 
 
表の中の A は、牧畜地域6或いは甲式学級用の教科書である。乙式学級用の教科書に関しては、対象地
域の違いにより教科書が異なる。筆者はその相違点を比較するために B＝乙式－1 と C＝乙式－2 と表記
する。BとCはいずれも乙式学級用で、出版社の違いからもわかるようにBは内モンゴルで使い、Cは東
                                                   
5 乙 2の教科書に限り表記が第一冊から第十二冊となっており、第九冊が 5年次の第一学期用の教科書に当たる。 
6 甲式・乙式学級は、内モンゴルの大都市で実施されている。例えば、シリンゴル盟の各旗においては今のところ乙式
学級は実施されておらず、甲式学級と漢族学校が併存している状況である。 
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北三省で使われている。まず、教科書のタイトルからみると、モンゴル文字でAは「MongGol Kele」（モン
ゴル語）、BとCが「MongGol Kele bicig」（モンゴル語文）という記載であるのに対し、その漢語訳にAが
「語文」で、Bと C が「蒙古語文」となっている。編集と出版情報にかんしては、Aと B は「小中学校
語文編集委員会」が編集し、内モンゴル教育出版社から出ている。Cは「東北三省モンゴル語教材編集委
員会」が編集し、遼寧民族出版社が出版している。 
課数と量をみると Aには 26の課が収められ、246ページからなり、盛り沢山の内容が組み込まれてい
る。Bは 14課で 104ページ、Cが 16課の 85ページで、3者は互いに量的には大きく開きがあることが
わかる。一番特徴的だといえるのは各教科書の最後に記載されている語彙表である。Aはモンゴル文字だ
けを羅列（図 1－1）、Bはモンゴル文字に漢語訳付き（図 1－2）、Cはモンゴル文字に読み方7と漢語訳付
き（図 1－3）と言った違いがある。Cに関しては、小学校 1年次から 4年次までの教科書の語彙表にモン
ゴル語の読み方と漢語訳が記載されている。小学高学年になると語彙表から読み方が外され漢語訳しか付
いていない。その代りテキストごとに登場する新しい語彙に読み方がついている。3種類の「モンゴル語」
の教科書は上記のように外見だけでもそれほど多くの違いがある。では、教科書の内容に踏み込んでみた
い。 
 
図 1：3種教科書の語彙リストの比較 
1-1 1-2 1-3 
   
説明：1-1は、表 2中のAの教科書の 238ページ、1-2は表 2中のBの教科書 91ページ、1-3は乙式＝2用の小学校四
年前期の教科書の 73ページから引用。 
 
2.2 目次から 
 
表 3はAの甲式用の教科書の目次を表にしたものである。7ページから 8ページにわたる長い作文が多
くみられる。各課を全体的にみれば量が多いということが見受けられる。その中で、第 7課「牧民のここ
ろ」、第 8課の「故郷の歌」、第 12課の「馬頭琴」、第 16課の「チンギスの友人」、第 22課の「ラクダ」、
                                                   
7 ここでいう読み方は、モンゴル文字を標準語の話しことばを基準につくられたガリグ文字の記号である。 
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第 23課の「仔馬と子ども」などのようにモンゴル族、遊牧文化、家畜といったモンゴル民族の生活文化
について書かれた内容が多くみられる。また、ユニット練習が頻繁に用いられている。表 4はBの乙 1用
の教科書で、計 14課からなり、モンゴル民族の生活文化について書かれた内容は見られない。表 5はC
の乙 2用の教科書で、計 16課が配置され、4つのユニット練習が配置されている。BとC両方ともAに
比べて内容や量的に簡潔になっていることが見てとれる。 
 
表 3：A－甲式学級用教科書の目次 
課 題目 ジャンル 枚数 課 題目 ジャンル 枚数 
1 わたしの学校 詩 2 15 草原の湖 作文 4 
2 親子の絆 作文 7 16 チンギスの友人 物語 3 
3 リス 作文 6  ユニット練習（五）  5 
 ユニット練習（一）  7 17 夜 作文 8 
4 神と子ども 作文 4 18 鶴 作文 5 
5 二つの鉄球 作文 4 19 ハラガンとハムホール 作文 5 
6 いつでも春 作文 6 20 マッチを売る女の子 作文 8 
 ユニット練習（二）  5  ユニット練習（六）  5 
7 牧民のこころ 作文 6 21 地球と地震 作文 3 
8 故郷の歌 詩 3 22 ラクダ 家畜紹介 5 
9 森のやまびこ 作文 7 23 仔馬と子ども 物語 9 
10 証明書 証明書書方 3  ユニット練習（七）  4 
 ユニット練習（三）  5 24 子どもの鹿 作文 11 
11 山と岩 詩 4 25 弓 弓の紹介 5 
12 馬頭琴 作文 10 26 早く大きくなりたい 作文 6 
13 塩の湖 作文 5  ユニット練習（八）  7 
 ユニット練習（四）  7  語彙リスト  9 
14 キュウリ 作文 8     
 
表 4：B－乙式（乙 1）学級用教科書の目次 
課 題目 ジャンル 枚数 課 題目 ジャンル 枚数 
1 私に新しい物がある 作文 2 9 病院で 会話 3 
2 飛行士になろう 詩 3 10 日記 日記の紹介 3 
3 三羽のカラス 作文 3 11 太陽と月と星 詩 3 
4 庭の掃除 会話 4 12 魚釣り 作文 2 
5 資産 作文 3 13 食品店で 会話 3 
6 友人 作文 3 14 美人娘 作文 3 
7 子ども展示会 詩 4  語彙リスト モンゴル
語→漢語 
14 
8 キツネとハリネズミ 作文 3  
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表 5：C－乙式（乙 2）学級用モンゴル語教科書の目次 
課 題目 ジャンル 枚数 課 題目 ジャンル 枚数 
1 祖国 国の紹介 1 10 何をしているのか 会話 2 
2 どこに行くのか 会話 1 11 私の先生 詩 1 
3 気候 作文 1 12 果樹園 作文 2 
4 猫よ、言わないで 詩 1  ユニット練習（三）  3 
 ユニット練習（一）  3 13 家に帰れば何をする 会話 1 
5 誰に何をやらせるか 会話 2 14 着物 会話 2 
6 熟語 熟語 1 15 欠席届 会話 1 
7 宝 歌 4 16 ボール 作文 1 
8 カササギとその子 作文 1  ユニット練習（四）  4 
 ユニット練習（二）  3  句読点 文法 2 
9 ナーダム 会話 2  語語彙リスト モンゴル
語→漢語 
8 
 
2.3 各課のジャンルから 
 
 
図 2：3種教科書の各課をジャンル別の比較 
 
図 2は、三種類の教科書の内容について、それぞれの課がどのようなジャンルに相当するかをみたもの
である。ジャンルに関しては、各教科書に記載されている規定に沿う。Aの教科書には物語が 2篇、作文
18篇、詩 3篇、紹介文 3篇で、四つのジャンルが含まれ、その中で作文の数が他の二つに比べてはるかに
多いことがわかる。Bの教科書には作文 7篇、詩 3編、紹介文 1篇、会話が 3篇が載っており、五つのジ
ャンルからなる。Cの教科書には、作文 4篇、詩 2篇、紹介文 1篇、会話が 7篇、歌や熟語が 1篇づつ搭
載されていることがわかる。乙式（BとC）の教科書のテキストに会話が含まれていることが注目すべき
ところである。さらにCに関して言えば、会話が中心になっていることに気がつく。このような教授法は
会話を用いてことばを習得させるという第二言語習得方法であることが指摘できる。冒頭で触れたように
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各教科書の最後に記載されている語彙表において、Cにはモンゴル文字に読み方と漢語訳が付いていると
いうことからも、モンゴル語が外国語のレベルのものとして扱われていると言える。 
 
2.4 練習問題から 
 
モンゴル語をはじめて習う時には、「caGan toluGai」（チャガーン・トロガイ）、「GaliG UsUg」（ガリグ・ウ
スグ）とモンゴル文字を習うことになる。「caGan toluGai」を習えば、字を読み書きができる。「GaliG UsUg」
は外来語や借用文字に使われることが多い。また、小学の低学年の段階にはモンゴル文字を「caGan toluGai」
に分解できることが重要過程になる。それを「Uy_e ber salGaqu」（節に分解する）という。ここで言う「節」
とは、モンゴル文字を分解する時には規則があり、基本的には「caGan toluGai」が一節になる。それに単独
の子音が出てくれば上の「caGan toluGai」につけて一節と見なす。言語学に言及する音節（syllable）とは
違って、音のレベルの話ではなく、小学生向けの内容なのであくまでも文字上の話になる。例えば、日本
語の「米」をモンゴル語で「duturG_a」という。「duturG_a」という文字を節に分ければ、「du ＋ tur ＋ G_a」
と 3つの節からなる。第二節は「tu」(caGan toluGai)＋「r」子音となっている。小学校低学年の段階には「モ
ンゴル文字→節」、「節→モンゴル文字」という練習問題が多くあり、その変換能力を身につけさせること
が重要である。では、それぞれの教科書の練習問題における読む、話す、書くの三つのスキルを中心にみ
てみたい（図 3）。 
 
 
図 3：教科書練習問題の比較 
 
・読む：Aには、各課に登場する新しい語彙を読む、作文を読む、詩や会話などを読むという練習が組
み込まれている。それにに対して、Bには、文8を読むという練習も含まれている。この二者に反して、C
には、短い作文を読むという練習しかないことがわかる。Aについて、全般的に詳しくみると練習問題に
挙げられた作文や詩を感情を込めて、きれいに読むという練習が多く記載されていることが特徴的である。 
・話す：AにはQ/A9の練習が 25個もあり他の二つに比べて目立つほど多い。作文を読んでその内容に
                                                   
8 文、ここでは「sentense」のことを指す。 
9 Q/A （question/answer）は、その課の内容についての質問を回答する口頭表現の練習である。 
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ついてクラス全体で討論するという項目は甲式学級にしかない。さらに、親から聞いた物語などをクラス
の中みんなの前で発表すると言った口頭表現の練習がある。それに対して、Bと Cでは、話す練習が比較
的に少ないことを図 3からわかる。また、BとC両者ともにテキストの内容を読んだ後その内容について
発表すると言った口頭表現が中心になっている。Aには、BとCに比べて非常に高いレベルの言語運用ス
キルが求められていると言える。 
・書く：書くスキルにおいては、どの学級でも単語の反対語、同義語などを書く、挙げられた単語を使
って文を作るという練習が頻繁にあり、短い文をつくることに重点が置かれていることがわかる。Aには、
助詞を書く、単語を書くなどの穴埋め練習のほかに、文を作る、作文を書くという練習項目がある。Bと
Cには音のレベルの練習があることがAとは異なる点である。例1のように、モンゴル文字を節に分ける、
またその逆に、節をつないで文字を完成させるという練習の頻度が多い。それに、Cには、例 2のように
モンゴル文字の発音に合わせて、ガリグ10を書く練習が多くあげられている。特に Cの教科書には、モン
ゴル文字を節に分解することが焦点となり、その練習問題が多く見られる。全体から見て、Cの教科書で
は読み、書き、話すが重点となっており、特にモンゴル文字を節に分解する、節を加えて文字を完成させ
るなどモンゴル文字の読み書きを正しく身につけさせることに重点が置かれている。例えば、「isgUljU」（蹴
る）と綴って、[OSgOlz]、[OsgOlz]の二つのどれが正しい読み方かを選ぶと言った練習が多く見られる。ここ
では、「isgUljU」と綴って[OSgOlz]と読む。というように、C（乙 2）には如何に標準語に近く、正しく読め
るかが追求されていることがわかる。 
 
（例 1） 文字を節に分けてください。 
・モンゴル文字：    ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠨ᠎ᠠ （保護する、愛護する） 
モンゴル文字の節： ha＋ma＋ga＋la ＋na 
ガリッグ文字：    hamaGalan_a 
（例 2） ガリグを読んでモンゴル文字を書きなさい。 
・ガリグ文字： ci  haanaas  ireb 
モンゴル文字：ᠴᠢ᠎᠎ ᠎ᠬᠠᠮᠢᠭ᠎ᠠ᠎ᠡᠴᠠ᠎᠎᠎᠎᠎  ᠎ᠢᠷᠡᠪᠡ?᠎ 
日本語：  （あなた どこから きましたか） 
 
3 考察 
 
内モンゴルの牧畜地域においては民族学校の統廃合が行われ、地方の町や各旗の中心部にしかない状況
である（ムンクバト 2012）。一方、大都市に居住している人、あるいは移動してきたモンゴル人たちはそ
の都市の中で非常に分散した居住生活をしており、民族学校の数自体が異常に少ない状態である。モンゴ
ル語の教育とはいえどもこのようないくつかの背景を持っている。甲乙式学級の対象となる学生の違いか
ら、モンゴル語科目の教科書に置かれた重点が異なってくるということが、「モンゴル語」の教科書の内容
分析から明らかにみてとれる。そこにはモンゴル語ができる子どもとモンゴル語ができなくなった子ども
といった対象の違いがある。言い換えれば、母語の交替がすでに行われている子どもたちが存在するとい
うことである。都市部で生まれ育った子どもたちの場合、生活環境が完全に漢語になり、本来母語である
                                                   
10 ガリグ（Galig）文字は、内モンゴルの標準音発音記号である。 
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モンゴル語から切り離されているという実態がある。自らの話すことばが自然に漢語へと交替して、モン
ゴル語が使えなくなるというのが都市部出身の子どもの特徴になりつつある。しかし、上記のような「モ
ンゴル語」の教科書における相違は、単なる子どもの言語使用状況から生まれたものだというより、子ど
もが生活する地域社会の現状が異なることが焦点となっている。該当地域に適応した「モンゴル語」の教
科書がつくられていることが、教科書の内容から明白に見てとることができる。表 6に示したように、対
象地域により、漢化の進み具合の如何でモンゴル語による教育の実態がそれに連動して変わっていると考
えることができる。 
 
表 6：モンゴル語と漢化 
 甲式 乙式 1 乙式 2 
対象地域 内モンゴル内の牧
畜地域 
内モンゴル内の都
市部、農村地域 
東北三省 
漢化の影響 強く受けている 同化されつつある 同化された 
民族語教育 維持 復帰 復興 
 
モンゴル語が比較的使用されている地域、特に牧畜地域には甲式学校（学級）が普及し、漢化の影響を
強く受けながら民族語のモンゴル語が教育言語であり続けている。高校の段階に入れば、漢語による教育
をさせるなどの議論も頻繁に行われているが、それは漢化を促進させる法案だと強い反発を受け、その方
策は凍結状況にある。しかしその法案がいつ決定され、実施されるかは予断を許さない。チベット自治区
や新疆ウイグル自治区では、すでに民族語による教育が廃止されており、それに反発する暴動やデモが頻
繁に起きている状況である（読売新聞 2010年 11月 27日朝刊）。内モンゴルの牧畜地域における取組は民
族語による教育の維持を訴え、現状を保持している状況である。 
一方では、漢語・漢化の同化が進んでいる地域、例えば、フフホト市のモンゴル民族学校では、甲式学
級と乙式学級が同じ学校で併存している状況である。都市部ではモンゴル語使用の頻度が衰え、モンゴル
語が使えなくなった子どもが多くいることで、乙式学級を取り入れている。そこでは基本的に漢語による
教育を行い、モンゴル語が一科目として学習される。そこで使われる前掲の B（乙 2）の教科書は甲式に
比べて内容や量などが少ない。つまり、モンゴル語ができなくなった子どもに対して、モンゴル語に親し
みモンゴル語を使えるようにするための、いわばモンゴル語の復帰への試みである。 
また、内モンゴルの外、例えば、黒龍江省におけるモンゴル族の場合は、モンゴル語によるカリキュラ
ムが停止され、2005 年 9 月から再開されたものの、モンゴル語は選択科目として履修されている現状で
ある（包聯群 2011：80－85）という。この地域では少なくとも学校教育において、モンゴル語による教
育が不可能になり、すでに漢化された状況だといえる。その現状に応用する対策としての「モンゴル語の
教育」は、最早、モンゴル語の復興への取り組みだと言える。前掲の図 1－3 で見たように、モンゴル語
に読み方を振り、漢語の訳をつけてあることもそのような社会的実状があることを物語っている。このよ
うに同じ「モンゴル語」の教科書であっても、モンゴル語が使用されている社会的環境に違いがあるため
に、教科書の編集において様々な工夫や内容や進行具合に大きな開きが現れているのである。 
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Concerning the Present Conditions of Mongolian Minority Education  
in the Inner Mongolia Autonomous Region: 
Comparisons with “Mongolian” Textbooks 
 
Monkbat N.B. 
 
The Mongolian minority schools in the Inner Mongolia are different to other schools in that the 
language used as the main medium for instruction is Mongolian. The language medium is 
“Mongolian”, and “Chinese” is learnt as one subject amongst others, called “hUhe angGi”. It is a typical 
class, and is mainly taught in pastoral areas. “Chinese” is used as a medium language through which 
to learn “Mongolian” in a second type of subject called “hUhegcin angGi”. Both of them are taught at the 
elementary and junior high school levels in Mongolian minority schools. In other words, in each school 
(class) there are those students who can use Mongolian well, and others who are not able to use 
Mongolian. The most remarkable point with regard to this situation is that Mongolian language is 
becoming a second language even to ethnic Mongolians in areas in which contact with 
Chinese-language is excessively heavy, particularly in the bigger cities. Therefore there are many 
differences between the “Mongolian” textbooks used in the two types of class. There are differences 
between those textbooks in terms of genre and volume of lessons and difficulty of the exercises, despite 
the fact that they are used in the same grades. With respect to the textbooks of the second type, I 
notice that conversations play a key role. Such a teaching method is a second language acquisition 
method, used to learn words via conversations. Also in the vocabulary-list given at the end of each 
textbook, there are Mongolian words accompanied by phonetic alphabet and Chinese translation in 
the textbook of second type. Mongolian for the second-type classes is approached as foreign language 
level. On the other hand, the differences between the textbooks indicate the regional diversity of 
language use between pastoral areas and cities. It may be said that the textbooks reflect differences in 
teaching methods relating to a range of regional and social differences.  
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